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9 月 3 日 か ら 6 日 まで の 4 日 間 、 日 本 経済 新聞 と 金 
庁 の 共催 に よる 「FIN/SUM2019」 が 開催 され まし 
ee 

5 日 ( 木 ) に は 、 金 融 庁 が 主催 する シン ポジ ウム が 
開催 され 、 学 術 界 や 技術 コミ ュ ニ ティ 、 人 金融 当局 
や 中 央 銀行 等 か ら 招 嶋 され た 方 々 が フィ ン テ ッ ク 
に 関す る 様々 な テー マ に つい て スピ ー チ や ディ ス 
90 ョ CN 


【 麻 生 金 融 担当 大 臣 挨拶 】 
麻生 金融 担当 大 臣 よ り 、 登 壇 者 、 来 場 者 等 に 向け 
て 御礼 を 述べ た 後 、 以 下 の 挨拶 を 行い まし た 。 
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金融 担当 大 臣 ) 














画 マ ル チ ス テー ク ホ ル ダ ー 間 の 協 働 に つい て 

本 日 の 金融 諾 シン ポジ ウム は 、 多 彩 な 顔 触れ が 一 
堂 に 会 し まし た 。 価値 観 、 利 害 が 異な る 人 々 と の 
間 で 会 話 を 進め 、 お 互い が より 良い 「 共 通 の 言 
語 」 を 定義 し て いく こと は 、 容 易 な 作業 で は あり 
ませ ん 。 立場 や 価値 観 が 異な る ステ ー ク ホル ダー 
= 有三 ニン ニン GU の 2 二 2Da 
歩 で す 。 そ うし な けれ ば 、「 共 通 価値 ] を 得る こ 
人 で でき RGBNAO 

箇 分 散 型 金融 シス テム の ガバ ナン ス 

ブロッ クチ ェ ー ン 技術 と いっ た 技術 革新 に つい て 、 
G20 で 重要 な テー マ の 1 つと し て 取り 上 げ ら れ ま し 





















































た 。 自律 分 散 型 金融 レス テム の 発展 に つれ て 、 金 
融 規制 及び 法 執 行 と いっ た 点 で 、 こ れ ま で に 経験 














し た 3 と の あい 伏 況 下面 細 る こち か 想 走 され ま 
す 。 従来 の 枠組 み に 固 吾 する こと な く 、 新 た な ア 
プロ ー チ を 開発 する こと や 、 ガ バナ ンス の 理想 的 
な あり 方 を 検討 する こと が 重要 で す 。 日 本 が この 
議論 を 主導 し 、G20 に お いて 、 分 散 型 金 融 レ ステ ム 
潜在 的 な 影響 評価 や 、 よ り 広 範 な ステ ー ク ホル 
ダー と の 対話 を 強化 する こと の 重要 性 に つい て 合 
員 下 る の II の が G き まま (7 

箇 リ ブラ 等 の 新た な デジ タル 通貨 へ の 対応 
Facebook の 議論 に 代表 され る よう に 、 新 た な 
態 の デジ タル 通貨 の 発行 に 注目 が 集まっ て お り 、 
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競争 政策 や 規制 監督 の 観点 か ら も 、 国 際 的 な 関心 
が 高まっ て いま す 。 新型 の デジ タル 通貨 に つい て 
も 、 既 存 の 規制 の 適合 性 を 確認 する だ け で な く 、 
想定 し て いな い 新 た な 課題 が な いか 、 包 括 的 な 検 
対 が 必 要 で 当局 の タイ ムリ ー な 対応 も 重要 で ず 。 
画 フ ィ ン テ ッ ク に よる 新た な 金融 シス テム に 向け て 
既に 、G パ ン と TT シャツ で 銀行 内 を 歩く 人 が 増え 
IN の 2 還 き まお が か の O 教 年 CZ (ノラ ョ ソック 
企業 と の 協 働 に より 、 銀 行 の 文化 も 変わ り ま し た 。 
これ か ら は 、 理 解 で き な い 相手 と お 互い が 膝 詰 め 
OS GaN る GIIG 侍 当 KN ノバ ョ ン ョ ン 
を 実現 し て いき ます 。 今年 の 金融 庁 シ ン ポ ジウ ム 
の テー マ で ある 「 新 た な 金融 レス テム に 向け た マ 
ポス カコ ョ ン ノボ ホル ク 同局 放 と その 発展 は ほ は て 
5 た 想い の が の 送 の 065 ら 4 で い まう 


遠藤 金融 庁 長官 挨拶 

遠藤 長官 が 開会 の 挨拶 を 行い 、 ガ バナ ンス ・ 
2 二 ウ 6 の 還 傘 00200 ン カッ クレ トド ョ ン ョ 
ン ・ ハ プ の 活動 報告 等 に つい て 公表 し まし た 。 
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(遠藤 金融 庁 長官 ) 
還 力 バナ ンス ・ フ ォ ー ラ ム の 開催 
2 シラ ョ ンク 22 ドール UEUS DU 2 2 
ル ダ ー が 集う 場 と し て 発展 させ て いく 予定 で す 。 
来年 春 に 、 ブ ロッ クチ ェ ー ン 技術 に 基づく 分 散 型 
金融 ンス テム の 課題 や 今後 の 更 な る 活用 可能 性 等 
(誠二 22950 IGE 証 語 上 0 に ドン あの ん 
ム | を 開催 し ます 。 
還 フ ィ ン テ ッ ク ・ イ イノベーション ・ ハ ブ 活 動 報告 
(技術 動向 ) 
昨年 、 金 融 庁 に 設置 し た フィ ン テ ッ ク ・ イ ノ ベ ー 
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ショ ン ・ ハ ブ の 活動 を 報告 書 と し て 纏め た 、「 多 
様 な クィ イン テッ ク ・ ス テク ホル タ ョ と の 対話 が ら 
見 えた 10 の 主要 な 発見 (Key Findings) 」 ※ を 、 
本 目 の こ の 場 を も っ て 公表 し ます 。 









































Al や デー タ 活 用 に 関し て は 、 企 業 の 日 々 の 取引 
デー タ を 用 いた オン ライ ン レ ン デ ィング の 進展 や 、 
金融 機関 等 が デー タ を 活用 し て 新た な 金融 マー ケ 
ティ ング の アプ ロー チ を 構築 する 動き が 見 られ ます 。 
Al と デー タ 倫 理 や プラ イバシー の 問題 、Al を 活用 し 
た モデ ル 化 に 伴う 検証 可能 性 の 課題 に つい て 、 今 後 、 
有識者 を 交え て 議論 を 深め る 必要 が ある と 認識 し て 
MV 示 I905 

ブロ ッ ク チ ェ ー ン に つい て 、 所 詩 「 ス ケー ラビ リ 
ティ の 課題 ] を 解決 する 新た な 技術 動向 の 進展 や 、 















































































































































暗号 資産 取引 の セキ ュ リ ティ を 高め る 動き な ども 見 
09 





API に 関し て は 、 認 証 や API 接 続 上 の セキ ュ リ ティ 
な どの 実務 上 の 課題 の ほか 、API に よっ て 金融 と 非 
金融 を つなぐ 異 業種 間 連 携 と いっ た 前 向き な 事例 も 



































見 
ビジ ネス 面 へ の 活用 に つい て 、 効 率 的 な マッ チン 

















2 も 能 軸 (の の 2 シン ラ (シク ラッ トド トラ クキ ョ ド よる 
経営 支援 な ど は 、 事 業 承継 等 の 社会 課題 の 効果 的 な 
解決 に つなが る 可能 性 も 期待 され ます 。 

こう し た 様々 な 発見 は 、 本 日 の 金融 庁 シ ン ポ ジウ 
ム の アジ ェ ン ダ に も 反映 され て いま す 。 


【 金 融 庁 シン ポジ ウム 特別 対談 】 

金融 庁 シ ン ポ ジウ ム 特 別 対 談 と し て 、 松 尾 真一 郎 
ショ ンク ウン SU 5 信 / 是 2 計 ん に 
デレ ー タ ー を 務め て いた だ き 、 鹿 応 義 塾 大 学 の 村井 
純 環境 情報 学部 教授 と 同 大 学 の デイ ビッ ト ・ 

ファ ー バ ー サイ バー 文明 研究 セン ター・ 共 同 セ ン 
タタ 三 長 と いう 2 炎 の イン タデ ネッ ド 史 の レジ ジェン 
ド 」 を お 迎え し て 、1980 年 代 以 降 の イン ター ネッ 
ト の 発展 の 歴史 を 踏ま えた 金融 の 未来 像 に つい て 
喉 る で ゆい 半 巡 ぎ 誤 し 疾 。 
















































































対談 の 主 な 内 容 
@ イン ター ネッ ト は 元々 、 あ る 程度 信頼 で きる 小 
規模 な グル ー プ 内 の コン ピュ ー タ ー を 繋ぐ ネッ 











トワ ー ク と し て 発展 し て きた も の で あり 、 当 初 は 簡 
単 な 暗 号 技術 し か 使わ れ て いな か っ た た め 、 デ ジ タ 
ル マ ネ ー が 登場 し 始め た 90 年 代 初 頭 に お いて は 、 
イン ター ネッ ト 上 で 金融 サー ビス を 提供 する に 足り 
る 信頼 性 や セキ ュ リ ティ が 確保 され て いな か っ た 。 
2000 年 間 題 や 9.11 同 時 多発 テロ な ど を 契機 に これ 
ら の 問題 に 真剣 に 取り 組ま れる よう に な り 、 公 開 鍵 
シン スバ 寺 の テク クン ルカ 相 み 和 まれ ンク 
ネッ ト が 人 金融 サー ビス を 提供 する 下地 が 整っ て いっ 
7 












































@ コン ピュ ー タ ー シ ス テム に は 頻繁 に 問題 が 発生 
S0U 上 2 ショ ンク 65 当 事前 居 想 東 二 6 
策 し て お くべ きだ が 、 多 く の 企 業 の 経営 陣 は イ 
ン シ デ ント が 発生 し た 場合 に 想定 外 だ と いい 、 
経営 陣 の 技術 に 対す る 理解 の 低 さ を 示し て いる 。 
イン ター ネッ ト 技 術 は まだ 始ま っ た ば か り で あ 
り 、 5G 等 で より 結び つき が 強まっ て いく 中 で 、 
特に 金融 機関 は 大 き な イ ン パ クト を 受け る こと 
に な る の で 、 教 育 ・ 啓 蒙 が 不可 欠 。 
@ イン ター ネッ ト 上 で 金融 サー ビス を 提供 する 場 
合 に アイ デン ティ ティ (ID) の 間 題 は 極め て 重 
要 。 容 易 に 偽造 で きる 運転 免許 証 な ど を ベー ス 
に ID 確認 を 行い 、 ま た SNS で アカ ウン ト を 作る 
際 に 求め られ る 認証 の レベ ル は 銀行 開設 時 より 
相当 低い も の に 留まっ て いる 等 の 現状 が ある が 、 
例え ば リブ ラ の よう に SNS の ID を ベー ス と する 
こと が 想定 され る 人 金融 サー ビス も 登場 し て き て 
02 語詞 0 EN SO ンタ の = 2 2 
で 求め られ る でき 認証 や 信用 の レベ ル は 、 そ の 
サー ビス の 性 質 に 応じ て 適切 に 調節 され る べき 。 
金融 包摂 の 文脈 に お いて は 、 公 的 ID を 持た な い 
人 達 ヘ オン ライ ン で 金融 サー ビス を 提供 する 場 
合 に どの レベ ル の 認証 を 求め る の が 適当 な の か 。 
@ 産業 や 国境 の 垣根 を 越え て 水平 (グロ ー バ ル ) 
に サー ビス 提供 を 行う こと が 技術 的 に 可能 に 
な っ て いる 中 で 、 人 金融 セク ター に と っ て 重要 な 
の は 、 人 金融 サー ビス に 求め られ る べき 信用 の レ 
ベル に つい て 責任 を 持っ て 議論 し 、 決 定 す る こ 
eS 















































































































































































































































※ 本 年 9 月 5 日 公表 「FinTech Innovation Hub 活 動 報告 「 多 様 な 
員 imdlinies) | ⑦ 公 大 に たろ る いで | 

















ィ ン テ ックス テー ク ホ ボルダー と の 対話 か ら 
( https://www.fsa.go.jp/news/r1/sonota/20190905.htm ) 
































ョ えた 10 の 主要 な 発見 (Key 
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(※ 本 稿 に お いて 意見 に 係る 部 分 は 筆者 の 個人 的 見 解 で あり 、 所 属 組織 の 見 解 を 示す も の で は あり ませ ん 。 

金融 行政 の 方 針 

金融 庁 は 本 年 8 月 28 日 に 本 事務 年 度 の 金融 行政 の 方 針 を 公表 し まし た (「 利 用 者 を 中 心 と し た 新 時 
代 の 金融 サー ビス ~ 金 融 行政 の これ まで の 実践 と 今後 の 方 針 に つい て 一 」 ) ※。 こ れ は 、 金 融 行政 が 
何 を 目指 すか を 明確 に する と と も に 、 そ の 実現 に 向け 、 い か な る 方 針 で 金融 行政 を お こ な っ て いく か 
を お 示し する も の で す 。 こ れ に より 、 金 融 行政 の 透明 性 が 一 層 高 まり 、 当 局 と 金融 サー ビス 利用 者 、 
金融 機関 、 市 場 関係 者 な どの 間 で 認識 の 共有 が 図ら れ 、 当 局 と の 建設 的 な 対話 を 通じ て 、 よ り 良 い 金 
肌 術 呈 の 実現 に つなが る こと を 目指 じ くい ます 。 











































































































金融 育成 庁 こ し て の 「3+21 の 取組 み 

昨 事 務 年 度 の 金融 行政 の 方 針 で は 、 金 融 を 取り 巻く 環境 が 大 きく 変化 する な か 、 人 金融 庁 が 、「 金 融 
育成 庁 | と し て 、 人 金融 サー ビス を 向上 させ て いく た め の 7 つの 取組 み を 掲げ 、 金 融 行政 を 展開 し て き 
まし た 。 本 事務 年 度 の 金融 行政 の 方 針 に お いて は 、 こ うし た 金融 サー ビス の 向上 に あたっ て は 、 サ ー 
ビス 利用 者 の 多様 性 を 十分 に 踏ま えた も の と し て いく こと が 重要 で ある と の 視点 に 立っ て 、 

ンク 20 二 馬 (し 

















人 の 利用 者 を 中 心 と し た 新 時 代 の 金融 サー ビス 
金融 サー ビス が 向上 し て 
NNNI2SS NO の る ライ ーション 生 人 ビス の 還 F ーー 軸 シス テム の 安定 の 補 





重点 施策 、 そ し て これ を 
= こ 必 要 な 
実現 し て いく た め に 必要 な 「 金 融 育成 庁 」 と し て 、 


国際 的 な 取組 み と 金融 サー ビス の 多様 な 利用 者 ・ 受 益 者 の 視点 に 立っ た 
百 x ’ に 豊 RE こ 2 
金融 庁 自身 の 改革 と いう 3 + 2 の 取組 み を 推進 し 、 よ り 豊 か な 国民 生活 の 実現 へ 


52 の 取組 み と し て 2 
金融 デジ タラ イイ ゼー ション 戦 


ー つ 目 の 重 点 施策 で ある デジ タラ イ ゼ ー シ ョ ン 戦 略 に 関し て は 、 昨 事務 年 度 に お ける 、 FinTech 
Innovation Hub や FinTech サ ポー ト デ ス ク の 活動 、 国 際 ネ ットワーク の 構築 、 金 融 機関 に よる 情報 利 
活用 に 係る 制度 整備 と いっ た 成果 を 踏ま えな が ら 、 





































































































① 利 用 者 利便 や 生産 性 の 向上 に つなが る 金融 サー ビス を 創出 する た め の 、 
情報 銀行 の 活用 も 含め た 金融 機関 に よる デー タ 利 活用 の 取組 み の 促進 を は じ め と し て 、 


②FinTech Innovation Hub な ど に よる フィ ン テ ッ ク 企 業 の 支援 強化 、 











③ 機 能 別 ・ 横 断 的 法制 の 整備 、 フィ ン テ ッ ク 関 係 者 と の 交流 
(Meetup with FSA よ り ) 
て ョ ーーー 

















④Regtech/Suptech エ コシ ステ ム の 具体 化 、 


⑤ 国 際 ネ ットワーク の 強化 、 特 に 
分 散 型 金 融 ア レス テム に つい て 
IL 2 MI 


三 華 ミ 人 


議論 する ガバ ナン ス フ ォ ー ラ ム の 開催 、 



































と いっ た 重点 5 分 野 で の 取組 み を 
葵 備 し て いき 放す 。 























(出典 ) GoodWay 


多様 な ニー ズ に 応じ た 金融 サー ビス の 向上 

また 、 二 つ 目 の 重点 施策 で ある 「 多 様 な ニー ズ に 応じ た 金融 サー ビス の 向上 | に つい て は 、 昨 事務 
年 度 に 別々 に 掲げ て いた 取組 み を 、 サ ービス 利用 者 の 視点 に 立っ て 再 構成 する と と も に 、 取 組み を 強 
人 IONe ) この OS も の O0G の 
具体 的 に は 、 利 用 者 本 位 の 金融 商品 や サー ビス の 提供 リテラ シー の 向上 の た め の 

6 金融 庁 職 員 に よる 出張 授業 の 様子 







































































を 促進 し て いく うえ で 最も 重要 な 基礎 と な る 

金融 ・ 情 報 リ テラ シー の 向上 の た め の 取 組み を 筆頭 に 、 

資産 形成 ・ サ ービス 向上 に あたっ て 必要 と な る 

金融 機関 、 上 場 企業 、 当 局 等 の 具体 的 な 課題 と 施策 を 
月 (2 
特に 、 資 産 形成 に つい て は 、 最 終 受益 者 で ある 家計 に 
企業 価値 の 向上 と 収益 の 果実 が も た ら さ れる た め に は 、 
イン ベス トメ ント チェ ー ン の 各 参 加 者 が 、 

それ ぞ れ に 求め られ る 役割 を 果たし 、 こ れ が 連環 し て いく こと が 必要 で す 。 そ うし た 観点 に 立っ て 、 
それ ぞ れ の 取組 み を 強化 し て いき ます 。 


























子ども は 何人 ほし い ? 




















































































































金融 仲介 機能 の 十分 な 発揮 と 金融 シス テム の 安定 
三 つ 目 の 重要 施策 で ある 金融 仲介 機能 の 十分 な 発揮 と 金融 レス テム の 安定 に つい て は 、 確 固 た る 経 
営 理 念 の 下 で の 戦略 ・ 計 画 の 実行 状況 に つい て 、 人 金融 機関 の 各階 層 、 社 外 取締 役 と の 間 で 探求 型 対話 
を PIG いき まま 9 その 人 も 上 的 次 全 人 時 (人 人 GU の の を 感じ の に 02 くい C 発 
言 ・ 行 動 で きる 場 の 状態 や 雰囲気 ) を 確保 する よう 努め る と と も に 、「 生 産 性 向上 支援 チー ム 」 (本 
誌 P5 ・ 6 参照 ) で 得 ら れ た 情報 や 知見 等 を 活用 する こと で 、 お 互い に 「 気 づき 」 が 得 ら れる よう 、 
対話 の 質 の 向上 を 図っ て いき ます 。 
また 、 地 域 金 融 機関 の ビジ ネス モデ ル 確 立 の た め の 環 境 整備 と し て 、 業 務 範 囲 等 に か か る 規制 緩和 
(5 % ル ー ル の 見 直し ) 、 地 域 金 融 機関 の 経営 ・ ガ バナ ンス の 改善 に 資す る 主要 論点 (コア ・ イ 
シュ ー) の 策定 、 預 金 保険 料率 の あり 方 の 方 向 性 に つい て の 関係 者 に よる 議論 等 か ら な る パッ ケー ジ 
35 7 た お CU 






































































































































































































































































































































世界 共通 の 課題 の 解決 へ の 頁 献 と 国際 的 な 当局 間 の ネッ トワ ー ク ・ 協 力 の 強化 

こう し た 重要 課題 に 関連 し 、 我 が 国 は G20 議 長 国 と し て 、 信 = か か ろ る パ a a 
別 え ば 、 金 融 技術 革新 へ の 対応 、 高 齢 化 と 金融 包摂 な ど を kai/KJKJAGULGAAa: な を 
主要 課題 に 設定 し 、 議 論 を 深め て きま し た 。G20 で 

合意 され た 作業 が 進展 する よう 、 今 後 も リー ダー シッ プ を 
発揮 し て いく と と も に 、 暗 号 資産 に 関連 し た 新た な 構想 の 出現 
へ の 対応 に 関し て 、 財 務 省 ・ 日 本 銀行 と も 連携 し て 

総合 的 な 議論 を 進め 、 国 際 的 な 議論 に 貢献 し て いき ます 。 
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金融 当局 ・ 金 融 行政 運営 の 改革 

また 、 利 用 者 視点 に 立っ て こう し た 課題 を 常に 先取 り し 、 
質 の 高い 金融 行政 を 実現 し て いけ る よう 、 金 融 庁 自身 に つい て も 
不断 の 改革 を 行っ て いき ます 。 本 事務 年 度 は 、 組 織 活性 化 ・ 業 務 効 率 化 に 向け て 、 局 課室 レベル で の 
改革 目標 の 設定 や 取組 状況 の 「 見 える 化 」 、 有 志 職 員 に よる 職場 の 課題 の 吸い 上 げ と 改善 の 提案 な ど 
居 取 り 組 WCG い きま (9 










































































































































































親 





令 和 元 事務 年 度 に お いて は 、 こ れ ら の 取組 み を 通じ 、 金 融 行政 の 目標 で ある 企業 ・ 経 済 の 持続 的 成 】 
と 安定 的 な 資産 形成 等 に よる 豊か な 国民 生活 の 実現 を 目指 し て いき ます 。 


































































































※ 本 年 8 月 28 日 公表 「 利 用 者 を 中 心 と し た 新 時 代 の 金融 サー ビス 金融 行政 の これ まで の 実践 と 今後 の 方 針 一 ( 令 和 元 事務 年 度 ) 」 
(https://www.fsa.go.jp/news/r1/190828.pdf) 4 

























































































(※ 本 稿 に お いて 意見 に 係る 部 分 は 筆者 の 知人 的 見 解 で あ り に N 所 属 組 織 の 見 解 を 示す も の で は あ り ませ ん 。 ) 





























金融 庁 で は 、「 利 用 者 を 中 心 と し た 新 時 代 の 金融 サー ビス ーー 金融 行政 の これ まで の 実践 と 今後 の 方 針 
( 令 和 元 事務 年 度 ) 」 と と も に 、 先 月 2 8 日 、「 金 融 仲介 機能 の 発揮 に 向け た プロ グレ スレ ポー ト 」※ 
Mill2 上 クレ スレ に 同上 目 を 人 表し まあ 全 少 ICU この クウ ョ クレ クレ リョ の パ バ 表 の 肖 伺 及 の び 
その 概要 に つい て 紹介 し ます 。 

















プロ グレ スレ ポー ト 公 表 の 背景 

地域 銀行 に つい て は 、 顧 客 と の 間 で 親密 な 関係 を 長く 維持 する こと に より 顧客 に 関す る 情報 を 蓄積 し 、 
この 情報 を 基 に 貸出 等 の 金融 サー ビス の 提供 を 行う こと で 展開 する ビジ ネス モデ ル 、 す な わ ち 、 リ レー 
ショ ンシップ バン キン グ の 中 心 的 な 担い 手 と し て 期待 され て お り 、 こ れ を 受け て 、2000 年 代 前 半 の 不良 
債権 間 題 の 解決 に 際 し て も 、 リ レー ショ ンシップ バン キン グ の 機能 強化 を 通じ た 企業 の 再生 、 地 域 経済 の 
活性 化 を 同時 に 図る た め の 取 組み が 進め られ まし た (「 リ レー ショ ンシップ バン キン グ の 機能 強化 に 関す 
の 0 の 2 ョ ンク ロン ラド ト | (2008 和 2 月 28 目 ) 




























































































2z 雪 ジン ョ ョ ロン ン ッ アパ バン キン ク GU 用 有 的 が 関 休 を 前 紳 人 の 2 に と (より 県 気 光 動 (が か か わら 
出 金利 が 平準 化 さ れ や すい 、 と いっ た メリ ッ ト が 指摘 され て きま し た (金融 審議 会 金融 分 科 会 第 二 部 会 
「 リ レー ショ ンシップ バン キン グ の 機能 強化 に 向け て 」 (2003 年 3 月 27 日 ) が 、 長 期 に わた る 低 金 利 環境 
の 継続 や 、 貸 出 の 伸び を 大 きく 上 回 る 預金 の 増加 と いっ た 取り 巻く 環境 の 上 厳し さ が 増 す 中 、 人 金利 競争 に よ 
り 貸出 規模 を 追求 する 動き も み ら れ 、 過 去 20 年 間 、 貸 出 約定 平均 金利 は ほぼ 一 貫 し て 低下 し て きま し 
7 










































































こう し た 中 、 地 域 銀行 に 対し て は 、 健 全 性 と 金融 仲介 機能 の 発揮 を 両立 させ る 持続 的 な ビジ ネス モデ ル 
を 求め る 上 で 、 
「 顧 客 本 位 の 良質 な 金融 サー ビス を 提供 し 、 企 業 の 生産 性 向上 や 国民 の 資産 形成 を 助け 、 結 果 と し 
て 、 金 融 機関 自身 も 安定 し た 顧客 基盤 と 収益 を 確保 する と いう 好 循 環 (「 共 通 価値 の 創造 」 ) を 目指 

すこ と が 望ま れる 」 (平成 28 事 務 年 度 金融 行政 方 針 (2016 年 10 月 ) ) 

| 金融 仲介 機能 の ベン チマ ー ク | (2016 年 9 月 ) 〔 共 通 1 〕 取引 先 企業 の 経営 改善 や 成長 力 の 強化 
な ど に み ら れ る と お り 、 担 保 ・ 保 証 に 過度 に 依存 し た 融資 慣行 を 離れ 、 顧 客 企業 の 成長 に 主眼 を 置い 
た 顧客 本 位 の 取組 み を 求め て きま し た 。 























































































































これ に 合わ せ て 、 金 融 行政 に お いて も 、「 形 式 ・ 過 去 ・ 部 分 | か ら 「 実 質 ・ 未 来 ・ 全 体 」 へ 視野 を 広 
げ 、 ル ー ル と プリ ン シ プ ル の バラ ンス 重視 へ の 転換 を 図っ て お り 、 長 年 に わた っ て 形成 され た 横並び 意識 
や 内 向き の 意識 を 解き ほぐし て いく た め 、 金 融 機関 と の 間 で 、 特 定 の 答 を 前 提 と し な い 、 多 様 な 創意 工夫 
を 志向 し た 「 探 究 型 対話 | に 取り 組ん で いく 方 針 を 明確 に し まし た (「 人 金融 検査 ・ 監 督 の 考え 方 と 進め 
方 」 (2018 年 6 月 ) ) 。 こ の 方 針 の 下 、2018 事 務 年 度 に お いて 、 地 域 金 融 機 関 の 金 融 仲介 機能 の 発揮 に 関 
し て 行っ た 対話 や 取組 み に つ いて まとめ た も の が 、 今 般 公 表し た プロ グレ スレ ポー ト に な り ま す 。 




































































プロ グレ スレ ポー ト の 概要 

プロ グレ スレ ポー ト で は 、 基 本 的 な 考え 方 、2018 事 務 年 度 の 取組 み 、 今 後 の 方 針 の 3 部 で 構成 され て 
いま す が 、 こ こ で は 2018 事 務 年 度 の 取組 み を 中 心 に 紹介 し ます 。 

地域 金融 機関 この 間 で 「 探 究 型 対 話 ] を 実践 する に あたり 、 こ れ を 「 客 観 的 事実 に 基づい た 対話 を 通じ 
2 利き SepFNOI の SE ョ タク ク 手 寺川 こ 半 上 人 た (2018 当 徐 年 で 8 
金融 庁 及 び 財 務 局 の 双方 に お いて 創意 工夫 と 試行 錯誤 を 重ね まし た 。 
























































具体 的 に は 、 
例え ば 、 地 域 金 融 機 関 に と っ て 自身 の 経営 戦略 ・ 計 画 の 進捗 状況 の バロメーター と な り 得 る 金融 促 
介 機 能 の ベン チマ ー ク (自己 評価 ) や 、 融 資 や サー ビス へ の 顧客 企業 の 評価 等 が 把握 で きる 企業 ア 
ン ケ ー ト 調査 結果 (第 三 者 評価 ) な ど を 、 客 観 的 事実 と し て 金融 機関 と 共有 し た 上 で 、 
・ 各 金 融 機関 に お いて 金融 仲介 機能 が 果たす 役割 や 経営 戦略 に お ける 位置 づけ 、 実 際 の 発揮 状況 、 収 
益 面 で の 貢献 な ど に つい て 、 金 融 機関 と と も に 確認 し 、 
共通 認識 を 得 ら れ た 課題 等 に つい て は 、 そ の 解決 策 や 今後 の 取組 方 針 に つい て 、 継 続 的 な 対話 を 通 
じ て 共 に 考え て いく 





































































































いい 信宏 こと る 
リン グ を 基 に し た 仮説 構築 に 
































また 、 金 融 庁 に 


は 、 当 該 銀行 の 経営 理念 の 
で の 対話 に な り に 





0 


お いて も 、2018 年 9 
経済 の 実態 を きめ 細か く 把握 する こ と を 
いて 、 特定 の 地域 銀行 の 協力 を 得 て 、 ビ 
深い 理解 に 
くい から 
制 喘 府 心 し じ で 府 了 ご こ どか でき る 場 る ぐり 


指し 、 あ る 財務 局 で は 経営 トッ プ の 考え の 理解 に 、 あ る 財務 局 で は 事前 分 析 と 企業 
注力 する な ど 、 そ れ ぞ れ に お いて 創意 = 








a 
EE 甘 が 2 還 め られ ル 誠 し じ 容 。 














月 に 、 地 域 企 業 及 び 関 係 者 と の 











関係 構築 ・ 対 話 を 通じ 、 地 域 企 業 ・ 








目的 に 設置 され た 「 地 域 生産 性 向上 支援 チー ム 」 の リソー ス を 用 
ジネス モデ ル に 関す る 探究 型 対話 を 試行 


的 NIS 











重点 を 置き まし た が 、 
対話 を 行 


J 











取り 組み まし た 。 


= 弥 光 弄 対話 で は 、 や り 取 り を 重ね て いく 中 で 、 お 互い が 「 気 づき 」 を 得る こと が 期待 
どり 着く た め 





こ は 、 当 局 に お 





UE 


こう し た 観点 か ら 


、 こ れ ま で も 行っ て きた 前 述 の 企業 アン ケー ト 結 果 や 、 





の 分 析 に 加え て 、「 生 
・ 商 工 団体 等 を 訪問 す 
企業 支援 に つい て 、 金 


っ 
手 で は な く 交 渉 4 


産 性 向上 
る 恋 と 、 









































の 経営 課題 に つき 、 
衣 し 記 門 、 仙 廊 で 、 


地域 金 
融 





























2018 事 務 年 度 の 対話 や 取組 み は 
し た 。 し か し 、 地 域 金 融 機 関 が 、 


地域 に 


玉 寺 天川 で きき 東北 地 末 を 目 條 た 
入り 込ん で 実態 把握 を 試み まし た 。 
融 機 関 に お いて 企業 支援 活動 が ノル マ 化 し て いる 、 
手 、 な どの 上 厳し い 声 も 聞か れ ま し た 。 
な お 、 プ ログ レス レポ ー ト で は 、2018 年 度 の 企業 アン ケー ト の 結果 に つい て も 人 触れ て いま す 。 
融 機関 が 納得 感 の ある 分 析 や 対応 を 行っ て いる | と 評価 
以外 の 経営 改善 支援 等 を 金 
ビス の 提供 を 受け た 企業 は 約 3 割 に 


、 地 域 金融 機関 の 、 主 と し て 金 


今後 、 持 続 可能 な ビ ジネス モデ ル を 構築 し て いく 
ま ら ず 、 顧 客 企 業 や 地域 経済 の ニー ズ に 


いか に 的 確 ( 





プロ グレ スレ ポー ト の 最終 章 で は 
ず 、 規 制 緩和 も 踏ま えた 新た な ビジ ネス へ の 拡大 に 





す 。 


正吾 茸 - 
題 意 


。、 呈 うし 疲 簡 








地域 金 


融 機関 が 持続 可能 な 経営 














を 実現 する 





























に は 、 デ ジ タ ラ イ ゼ ー シ ョ ン の 進 


らし 疾 、 万 祥 で いく 人 き 記紀 容 
る 一 方 、 今 後 # 




















DD 


を 踏ま える と 、 金 融 (カネ ) の 














の 腺 密 企業 の 経営 次 泊 (ae 5 














報 の 仲介 と いっ た 機能 も 含め て 、 




















金 需要 が 減少 し て いく こと も 
懸念 され る 中 で も 経営 改善 支援 と いっ た 必ず 
ー ズ が 依然 ある こと 


展 を は じ め 
か 人 生じ a 


金融 庁 














介 に 捉 わ れ 
ヒト ) や 情 
( 還 20ES IGG ヨ 
いっ た 









































め ら れ て きた 業務 範囲 
局 に Ms 備 



















































































規制 の 緩和 と 
も 適切 に 活用 し つつ 、 既 成 





融 機関 に 求め る 顧客 も 多 
SS UN こらし) 


応え で いく の か を 考え て いく こと が 求め 
識 の 下 、 そ の 視野 を 金 
つい て 、 具 体 的 な 事例 も 交 


















































銀行 と 当局 と は 監督 関係 に 対等 の 立場 
凍ら HE の GE 
され ま 

お いて 地域 企業 ・ 経 済 に 関し て 一 定 の 情報 ・ 知 見 を 











金融 仲介 機 上 





暫 め ペ ジ デマ ー ク 
税理士 等 、18 の 目 治 体 
企業 等 か ら は 、 地 域 金融 機関 の 


企業 に と っ て 金融 機関 は 相談 4 
「 自 社 


j す る 企業 が 約 半数 に 
UN が 、 員 際 居る うし だ 立 一 











53 の 企業 ・ 































































































| 


人 機能 の 発揮 





EL) = 実践 きれ ま 
上 で は 、 融 資 業務 に 

1 
介 機 能 の 発揮 に 止ま ら せ 
LE CN 












































融 1 

















(参考 ) 企業 ・ 顧 客 と 金融 機関 、 金 融 庁 


荘 隊 測 関 取締 役 会 等 に よる 


経営 陣 - こ 
(大 き な 戦略 等 に 方 向 性 と 


の 態勢 ・PDCA の 実 ! 実効 的 な 規律 付け ) 


2 
お 直入 2 生 に に 昌 づ し \ た 経営 戦略 (RA な ょ ども 活用 ) ヽ 
の 理解 

気付 き や ア イデ ア の 共有 


・ イ ルル マ 生 上 ま ・ 経営 理 人 
心理 的 = 
本 部 長 ・ 執 行 役員 | - 放 視点 の 改 療 提 案 


| | 等 の 浸透 
a 
本 部 















企業 ・ 顧 客 

















金融 仲介 機能 の 十分 な 発揮 
























に 捉 わ れず に 、 幅 広い ビジ ネス モデ ル の 名 金融 機関 の 将来 に わた る (の ] 
あり 方 の 検討 が 求め られ て いま す 。 本 ニー J 
こう し た 問題 意識 も 踏ま えな が ら 、 今 事務 年 度 の 金融 機関 と の 対話 で は 、 実 践 と 方 針 (「 利 用 者 を 中 

心 と し た 新 時 代 の 金融 サー ビス ~~ 人 金融 行政 の これ まで の 実践 と 今後 の 方 針 ー ( 令 和 元 事 務 年 度 ) 」) に 

基づき 、 

・ 地域 金融 機関 の 各階 層 (経営 トッ プ か ら 役 員 、 本 部 職員 、 支 店 長 、 営 業 職員 ) 、 社 外 取 締 役 と 
ラッ ト な 関係 で 対話 を 行う 

< 症 光 語 忌 当 た つ で き DU 理 有 的 突 全 作 (人 ひとり が 不 寺 を 司る こと ひらく 220D て 発 言及 生 で きる 
場 の 状況 や 雰囲気 ) の 確保 に 努め る 

・ 財務 局 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン 強 化 を 通じ て 、 金 融 庁 ・ 財 務 局 が 一 体 と な っ て 地域 金融 機関 と の 対話 


を 深め て いく 
ミミ と を 記 視 し で 団 基 いく こと EE 





選 で いい Re 











※ 本 年 8 月 28 日 公表 「 金 融 仲 介 機 A# 





E の 発揮 に 




















同人 的 人 周 多 隊 欠 レ が 一 ド 信 つ 60 | 


(https://www.fsa.go.jp/news/r1/ginkou/20190828.htmD 
















































































(※ 本 稿 に お いて 意見 に 係る 部 分 は 筆者 の 個人 的 見 解 で あり 、 所 属 組 織 の 見 解 を 示す も の で は あり ませ ん 。) 
























































金融 庁 で は 、 家 計 の 安定 的 な 資産 形成 を 図る た め に は 、 人 金融 商品 の 販売 、 助 言 、 商 品 開発 、 資 産 管理 、 


運用 等 を 行う 全て の 金融 機関 等 (以下 、「 金 融 事業 者 ] と いう 。) が 、 顧 客 本 位 の 業務 運営 を 浸透 ・ 定 着 




















させ る こと が 重要 で ある と の 認識 の 下 、 そ の 取組 状況 な ど に つい て 、 継 続 し て モニ タリ ング を 行っ て きた 
と ころ で す 。 こ こ で は 、 投 資 信託 等 の 販売 会 社 に 対す る モニ タリ ング 結果 !+ や 本 事務 年 度 の 方 針 の 概要 に つ 
































IaGtiBNIG ONE きり NOY ま お 








1. 金融 事業 者 の 顧客 本 位 の 業務 運営 の 浸透 ・ 定 着 に 向け た 取組 み の 見 える 化 促進 

















金融 庁 で は 、2017 年 3 月 に 「 顧 客 本 位 の 業務 運営 に 関す る 原則 ] (以下 、「 原 則 」 と いう 。) を 策定 ・ 
ジン 














公表 、 金 融 事業 者 に 対し 、「 顧 客 本 位 の 業務 運営 ] を 実現 する た め の 「 取 組 方 針 ] や 、 そ の 定着 度 


























\ を 






































客観 的 に 評価 する 「 自 主 的 な KPI・ 共 通 KPI] の 公表 を 働き か け 、 金 融 事業 者 の 取組 み の 「 見 える 化 」 の 促 























り 人馬 200iGSe ま II 8 

また 、 投 資 信託 の 販売 会 社 に お ける 比較 可能 な 
共通 KPI に つい て は 、19 年 6 月 現在 、281 社 が 公 
表し て お り ま す 。 そ の うち 、19 年 3 月 末 基 準 の 
運用 損益 別 顧 客 比率 % に つい て 、 業 熊 別に みて み 
る と 、 投 資 運用 会 社 の ほか 、 信 用 金庫 や JA バン 
ク 等 の 協同 組織 金融 機関 に お いて 、 運 用 損益 が 
マイ ナス と な っ て いな い 顧 客 の 割合 が 高い 傾向 
あめ り 計 し ( 図 2) 。 

こう し た 中 、 取 組 方 針 等 を 公表 し た 事業 者 数 は 
着実 に 増加 し て いる も の の 、 個 々 の 取組 状況 を 
見 て みる と 、「 取 組 方 針 ] に 加え 、 具 体 的 な 施 
人 策 及 び KPI を 時 系 列 で 公表 し 、 定 期 的 に 見 直し を 
鎖 っ て いる 金融 事業 者 が ある 一 方 、「 取 組 方 
針 ] に つい て 、「 原 則 ] の 文言 を 若干 変え た 程 
度 の も の を 公表 する な ど 、「 原 則 」 の 趣旨 を EE 
ら 貴 只 、 具 体 的 に 実践 する スタ ンス が 欠如 し て 
Mv る よう な 事例 が 見 られ また 』 





















































































































































































































































2. リス ク 性 金融 商品 販売 に か か る 顧客 意 
識 調査 に つい て 


金融 庁 で は 、「 原 則 」 を 公表 し て 2 年 が 経過 す 
る 中 、 顧 客 本 位 の 業務 運営 の 浸透 ・ 定 着 に 向け 
大 金融 店 及び 金融 機関 の 取組 み が 、 顧 客 に 適切 
に 届い て いる の か 検証 す 3 る 必要 性 を 認識 し 、 こ 
れ ら の 取組 み の 顧 客 認知 度 や 、 金 融 機関 の 販売 
実態 に 関す る 顧客 の 評価 を 確認 する た め 、 今 年 
1 月 か ら 3 月 に か け て 、 顧 客 意識 調査 き を 実施 し 
誤 し 半 。 

調査 の 結果 、 取 組 方 針 や KPI に つい て 、 知 っ て 
いる (また は 聞い た こと が ある ) 顧客 は 全体 の 
3 割 程度 と 、 一 定数 存在 し て いる こと が 分 か り 
まし た が 、 取 組み 認知 者 の うち 、 リ スク 性 金融 
商品 購入 に 際 し 、 取 組 方 針 や KPI を 実際 に 参考 に 
UVS NN 2 削り また こう し し 
中 、 全 体 の 4 割 は 、 取 組 方 針 や KPI の 公表 に よ 
り 、 「 顧 客 本 位 の 業務 運営 ] に 努め て いる 金 胃 














































































































図 1「 原 則 」 採 択 事業 者 数 及び 自主 的 な KPI・ 共 通 KPI 公 表 事 業者 数 










( 社 ) 
1.800 『 ロ 原 則 採 択 社 数 el9 「579 
1600 | “自主 的 な KPI 設 定 社 数 a 
6 共通 KPI 公 表 社 数 1.426 
1.400 1313 
1.200 
1.000 
800 
600 
400 281 
200 
17/6 17/9 17/12 18/3 18/6 18/9 18/12 19/3 19/6 
(月 末 ) 
( 注 1)「 自 主 的 な KPI」 設 定 社 数 は 、 取 組 方 針 や その 実施 状況 に お いて KPI を 公表 し て いる 
事業 者 を 集計 
( 注 2)「 共 通 KPI」 公 表 社 数 は 、3 指 標 の 共通 KPI の うち 、1 指 標 以 上 公表 し て いる 事業 者 を 
集計 
(資料 ) 金融 店 


図 2 運用 損益 別 顧客 比率 ( 右 か ら 運 用 損益 が マイ ナス と な っ て いな い 
顧客 割合 が 高い 順 ) 
( 
運用 損益 率 が プラ ス (096 を 含む ) と な っ て いる 顧客 の 割合 








































































































































































































顧客 比率 ) 

100% 

80% 

60% 

40% 

20% 

0% 

朋 拉 が マイ ナス を な っ で いる 

画 主 要 行 等 (13 先 ) 言 地 域 銀 行 (93 先 ) 協同 金融 (55 先 ) 


画 証 券 会 社 (55 先 ) 画 そ の 他 事 業者 (10 先 ) 80% 


















































( 注 1) 基準 日 は 19 年 3 月 末 

( 注 2) 19 年 6 月 末 ま で に 、 金 融 庁 に 報告 が あっ た 金融 事業 者 (226 先 ) の デー タ を 集計 
( 注 3) その 他 事 業者 と は 、 投 資 運 用 会 社 ・IFA・ 保 険 会 社 等 

(資料 ) 金融 店 





機関 を 選び や すく な る と 回 答 し て お り 、 取 組み に 有 き 5 6 
用 性 が ある こと は 相応 に 確認 で きま し た ( 図 3) 。 図 3 金融 庁 ・ 金 融 機関 の 取組 み に 対 する 顧客 認知 度 や 評価 
















































































































































































































































































し に 答 
一 方 、 こ こ 2 3 年 で 金融 機関 の 対応 が よく な っ 3 

| > に E EB 
た と 感じ て いる 投資 経験 者 は 2 割 程度 に 留まり 、 販 ーー で 2 っ Rs 
売 担当 者 に 不満 を 感 じ る 者 が 多 いい と が 分 か り し 金融 庁 や 金融 機関 の 「 顧 客 本 位 の 業務 運営 」 の 浸透 ・ 定 着 に 向け た 取組 み を 知っ て いる か 
だ 不満 を 感じ る 点 ほ つい て は 顧客 本 位 で は な NE 0% 
く 、 業 績 重視 の 提案 が 多い 」 や 、「 販 売 担当 者 の 商 「 顧 客 本 位 の 業務 運営 」 

= = ロロ さ ん ヽ I/ 十 Ir i 
A RE 等 、 担 当 者 の 対応 Sl 
ー 事項 が 上 sf 1 
に 関す る 事項 が 多い 結果 と な り ま し た 。 共通 Pt! 

ピー 
Se / 三 = (5 = (ある 程度 ) 知 っ て いる ロ 聞 由 た 事 は ある が 、 詳 し く は 知ら な い 昌 全 < 知ら な い 
3. 投資 信託 等 の 販売 会 社 に お ける 顧客 本 位 5 AN | EE 
の 業務 運営 の モニ タリ ング に つい て 金融 商品 購入 に 際 し 、「 取 組 方 針 」 や 「KPI」 を 参考 に し た こと が ある か 

金融 庁 で は 、 リ スク 性 金融 商品 (投資 信託 や 貯蓄 ーー 
性 保険 等 ) の 販売 に か か る 業務 運営 の 実態 把握 の た [取組 方 針 ! や 「kpl を | 299 『 の 
め 、 金 融 機 関 の 経 営 陣 ・ 本 部 ・ 営 業 現場 に 対し 、 モ てく ョ = 
ニタ リン グ を 実施 し まし た 。 顧客 本 位 の 業務 運営 の ロ い ずれ か を 参考 に し た こと が ある ロ い ずれ も 参考 に し た こと は な い 
浸透 ・ 定 着 に つい て 、 総 じ て 、 役 員 ・ 本 部 は 取り 組 NR 








む 姿 勢 を 強め て いる も の の 、 販 売 会 社 間 で の 深度 に バラ ツキ が 認め られ た ほか 、 営 業 店 や 個人 ベー ス で 
区 AU 5 つま IS 
投資 信託 の 平均 保有 期間 の 長期 化 や 、 積 立 投資 信託 を 行っ て いる 顧客 の 割合 が 増加 する な ど 、 金 融 機関 
の 成果 が 完 わ れる 事例 と 、 投 資 信 託 の 預り 残高 や 保有 顧客 数 が 伸び 悩む な ど 、 あ まり 成果 が 見 られ な い 事 
例 が 混在 し 、 顧 客 本 位 の 取組 み の 更 な る 強化 が 課題 と な っ て お り ま す 。 

また 、2018 年 度 の 傾向 と し て 、 投 資 信託 の 販売 額 や 預り 残高 が 伸び 悩ん で いる 一 方 で 、 外 貨 建 一 時 払い 
保険 は 、 販 売 額 ・ 残 高 と も 、 大 幅 に 増加 し て いる こと が 挙げ られ ます ( 図 4) 。 こ うし た 販売 が 急増 し て 
いる 商品 に 対し て は 、 本 来 の 顧客 ニー ズ に 見 合っ た 販売 と な か っ て いる か と いっ た 適合 性 の 把握 の ほか 、 販 
売 時 の わか りや すい 商品 説明 や 、 販 売 後 の 運用 損益 等 の 情報 提供 を 充実 する こと が 求め られ ます 。 
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図 4 投資 信託 及び 外貨 建 一 時 払い 保険 の 販売 額 推移 【 図 投資 信 託 】 


の ウー 注 1) 主 要 行 等 9 行 、 銀行 20 行 、 i 
ED 200 「 共 等 社 、 ネ ッ ト 系 記 券 4 社 を 集計 
IL ( 注 2) 銀 行 は 自 行 販売 、 仲 介 販売 、 紹 介 販 売 











180 の 合算 ベー ス 
150 160 ( 注 3)16 年 度 を 100 と し て 指数 化 
130 120 (資料 ) 金 融 庁 
140 
1 【 右 図 : 外 貨 建 一 時 払い 保険 】 
190 0 0 ( 注 1) 主 要 行 等 9 行 、 地 域 銀行 20 行 集計 
100 ( 注 2)16 年 度 を 100 と し て 指数 化 
(資料 ) 金 融 店 
80 
16 17 18( 年 度 ) 16 17 18( 年 度 ) 


【 投 資 信託 】 【 外 貨 建 一 時 払い 保険 】 
4 本 事務 年 度 の 方 針 


顧客 本 位 の 業務 運営 に つい て は 、 経 営 者 が 「 原 則 」 を 自ら の 経営 理念 に 取り 入れ 、 そ の 実現 に 向け た 戦 
略 を 立て 、 具 体 的 な 取組 み に 結び 付け て いく こと が 重要 で あり 、 こ うし た 理念 ・ 戦 略 ・ 取 組み が 、 営 業 現 
場 に 浸透 し 、 実 践 され て いる か な ど に つい て 、 経 営 者 等 と 対話 を 行っ て 参り ます 。 

具体 的 に は 、 金 融 機関 の 営業 現場 に お ける 外貨 建 保 険 等 の 顧客 宛 提 案 の 実態 や 本 部 に お ける 管理 の 状 
況 、 顧 客 へ の 長期 分 散 投資 を 中 心 と し た 良質 な アド バイ ス が で きる 担い 手 の 充実 に 向け た 人 材 育 成 ・ 評 価 
体制 等 に つい て モニ タリ ング を 行う と と も に 、 金 融 機 関 に 対し て 、 顧 客 意識 調査 の 結果 を 踏ま え 、 取 組 方 
針 や KPI 等 に つい て 、 よ り わ か りや すい 内 容 と し て いく よう 促し て いく な ど に より 、 和 人 金融 機関 の 取組 み の 
時 る 人 を 全 作 CN きい と ちえ (おり U ま 9 













































































































































































































































































1 本 年 8 月 28 日 公表 「 投 資 信託 等 の 販売 会 社 に お ける 顧客 本 位 の 業務 運営 の モニ タリ ング 結果 に つい て 」 

(https://www.fsa.go.jp/news/r1/sonota/201908fd/002.pdf) 

2 「 運 用 損益 別 顧客 比率 ] は 、 投 資 信託 を 保有 し て いる 顧客 に つい て 、 基 準 日 時 点 の 保有 投資 信託 に 係る 購入 時 以降 の 累積 の 運用 損益 ( ヨ 
数 料 控除 後 ) を 算出 し 、 運 用 損益 別に 顧客 比率 を 示し た 指標 で ある 。 

3 本 年 8 月 9 日 公表 |「 リ スク 性 金融 商品 販売 に か か る 顧客 意識 調査 に つい て (最終 報告 ・ 全 体 版 ) 」 

(https://www.fsa.go.jp/news/r1/sonota/20190809fd/002.pdf) 
































































































































今月 の 金融 庁 の 主 な 取組 み 
(2019 年 9 月 1 日 一 9 月 25 日 ) 











多重 債務 者 相談 強化 キャ ン ペ ー ン 2019 の 実施 (9 月 2 日 ) 
金融 活動 作業 部 会 (FATF) コン タク ト ・ グ ルー プ の 共同 議長 就任 (9 月 
金融 国際 審議 官 の FSB 常 設 委 員 会 議長 就任 (9 月 2 日 ) 


[金融 サー ビス 利用 者 相談 室 」 に お ける 相談 等 の 受付 状況 等 (期間 : 平成 31 年 4 月 1 日 一 令 和 元 年 6 月 30 
中 (⑳ 月 8 目 ) 


FinTech Innovation Hub 活 動 報告 | 多様 な フィ ン テ ッ クス テー ク ホ ル ダ ー と の 対話 か ら 見 えた 10 の 主要 
な 発見 (Key Findings) 」 (9 月 5 日 ) 


号 資産 に 関す る 第 2 回 店 督 ・ 監 福 ラ ウン ド テ ー ブ ル - 国際 協調 の 新しい 段階 に 向け て - (9 月 9 日 ) 


「 検 査 マ ニュ アル 廃止 後 の 融 資 に 関す る 検査 ・ 監 督 の 考え 方 と 進め 方 」 ( 案 ) へ の 意見 募集 (10 月 11 日 
まで ) (9 月 10 日 ) 


> つみ た て NISA 対 象 商品 届出 一 覧 (9 月 12 日 ) 


> 倒 和 元 年 台風 第 15 号 の 影響 に よる 停電 に 伴う 災害 に 対す る 金融 上 の 措置 を 要請 (千葉 県 25 市 15 
内 ) (9 月 13 日 ) 


関東 財務 局 が 豚 コ レラ の 患 音 の 確認 を 踏ま え 、 金 融 上 の 対応 に つい て 要請 (9 月 17 日 ) 
「 令 和 元 年 台風 第 15 号 金融 庁 相 談 ダ イヤ ル 」 を 開設 (9 月 18 日 ) 

9 月 25 日 に 第 42 回 金融 審議 会 総会 ・ 第 30 回 金融 分 科 会 合同 会 合 を 開催 (9 月 18 日 ) 
銀行 カー ドロ ー ン の フォ ロー アッ プ 調 査 結果 (9 月 18 日 ) 

経済 価値 ベー ス の ソル ベン シー 規制 等 に 関す る 有識者 会 議 (第 2 回 ) 議事 要旨 及び 資料 (9 月 


令 和 元 年 台風 第 15 号 に よる 災害 に 対す る 金融 上 の 措置 の 要請 に つい て (東京 都島 し ょ 大 島 思 
25 日 ) 












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































・ Twitter 金融 庁 公 式 ア カウ ント 
https://twitter.com/fsa_JAPAN 


・ 金融 庁 NISA 特 設 サ イト 
https://www.fsa.qo.]p/policy/nisa2/index.html 


twitter 情 報 発信 
強化 中 ! 













・ 金融 店 金融 サー ビス 利用 者 相談 室 
https://www.fsa.qgo.1p/receipt/soudansitu/index.html 
(受付 時 間 : 平日 10 時 17 時) 
電話 (ナビ ダイ ヤル ) : 0570-016811 FAX : 03-3506-6699 

※IP 電 話 か ら は 、03- 5251--6811 に お か け く だ さい 。 













編集 後記 


ご の 度 、 金 融 庁 広報 誌 アク セス F S A を 抜本 的 に リニュ ー ア ル さ せ て いた だ きま し た 。 と も すれ ば 専門 的 な 


当 庁 の 政策 を 、 で きる 限り 分 か りや すい 形 で 発信 で きれ ば と 考え て いま す 。 是 非 、 お 手 に と っ て お 読み いた だ け 


れ ば と 思い ます 。 


金融 庁 広報 室長 和田 良隆 
編集 ・ 発 行 : 金融 庁 広報 室 





